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国内外における広告規制の違い

根拠法令広告規制の考え⽅国・地域

薬機法、局⻑通知、課⻑通知
肌に関して広告が可能な効能表現を18種類に限定。効能に関する数値データ⼜は体験談を広告
に利⽤することは、科学的に妥当なエビデンスに基づくものであっても、消費者の誤認のおそれ
があるとして原則として禁⽌。

⽇本

化粧品規制現代化法（MoCRA）、
連邦取引委員会法、連邦規則集

化粧品としての効果に関する誤認（医薬品との違いを含む）を消費者に与えない限り、広告が可
能な効能表現の種類に制限はなく、科学的に妥当なエビデンスに基づく数値データや体験談を広
告において利⽤することも可能。

⽶国

化粧品規則1223/2009、
委員会規則 （EU） 655/2013⽶国に同じＥＵ

化粧品法、化粧品法施⾏規則、
化粧品表⽰・広告実証に関する規定⽶国に同じ韓国

化粧品監督管理条例、広告法、
ラベル管理弁法、効能効果宣伝評価規範、
分類規則及び分類⽬録

肌に関して広告が可能な効能の種類は12だが、「保湿」、「抗しわ」等、我が国よりもより広い
概念で設定されているため表現の⾃由度は我が国よりも⾼く、また、効能の種類を追加するため
の⼿続も確⽴されている。数値データ⼜は体験談の利⽤は届出制となっている。

中国

 我が国では、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（薬機法、厚⽣労働省所
管）」の下位法令により、広告可能な表現の種類を細かく制限し、かつ、数値データや体験談の使⽤を原則禁⽌と
しているが、諸外国では、化粧品としての効果に関する誤認を消費者に与えない限りにおいて⾃由な広告が認めら
れている。
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（参考）肌に関して広告が可能な効能の種類
中国⽇本

1. 洗浄
2. ⾓質の除去1. （汚れをおとすことにより）⽪膚を清浄にする。

3. 保湿

2. 肌を整える。
3. 肌のキメを整える。
4. ⽪膚にうるおいを与える。
5. ⽪膚をすこやかに保つ。
6. ⽪膚の⽔分、油分を補い保つ。
7. ⽪膚の柔軟性を保つ。
8. ⽪膚を保護する。
9. ⽪膚の乾燥を防ぐ。
10. 肌を柔らげる。
11. 肌にツヤを与える。

4. 修護（肌状態の改善など）
5. 緩和（肌刺激の改善など）12. 肌荒れを防ぐ。

6. 引き締め13. 肌をひきしめる。
14. 肌にはりを与える。

7. 抗シワ15. 乾燥による⼩ジワを⽬⽴たなくする。

8. ⽇焼け⽌め16. ⽇やけを防ぐ。
17. ⽇やけによるシミ、ソバカスを 防ぐ。

9. 爽⾝（打粉が該当）18. あせもを防ぐ（打粉）。

10. 美⽩
11. オイルコントロール医薬部外品の効能として認められる

12. 滋養該当無し



3

国内市場での影響（効能表現規制によるもの）
 薬機法の下では、肌に関する効能表現は「肌にはりを与える」などの18種類のみが認められている。オンライン

での多様な広告が主流になる中、外国企業による⽇本語広告ではこの規制が守られておらず、多くの広告において
より訴求⼒の⾼い表現が⽤いられている。 

⽇本企業  中国企業  韓国企業  

※⽬の下のたるみとくまを改善

※

認められている表現を駆使して対応
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国内市場での影響（数値表現規制によるもの）

データを使った効果的な表現ができないため、
認められている表現を駆使して対応 数値やグラフにより容易かつ効果的に効能を訴求

 臨床データや実験例等を広告で例⽰することは原則として⾏うことができないとされており、⽇本企業はそれら
を⾏っていないが、外国企業による⽇本語広告ではこの規制が守られておらず、数値やグラフを使った効能のア
ピールが広く⾏われている。

⽇本企業  韓国企業  
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国内市場での影響（体験談規制によるもの）
 効能に関する利⽤者の体験談を広告で⽤いることは、使⽤感（伸びが良いなど）を説明する場合等を除いて原則

として禁⽌されているが、外国企業による⽇本語広告ではこの規制が守られておらず、体験談を活⽤した効能の
アピールが広く⾏われている。 

⽇本企業  韓国企業  
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海外市場での影響①
 ⽇本企業の多くは制約の多い国内規制のみに適応しているため、海外市場の消費者にとって魅⼒的な効能や数値デー

タを持ち合わせておらず、海外企業と⽐べて訴求⼒が⾒劣りする広告しか打てないことが多い。

⽇本企業  フランス企業

<機械翻訳>
まるでシルクの上質なベールのように、肌は洗練され、しなやかで、
輝きを放ちます。最初のタッチから、肌の本来の可能性が引き出さ
れ、引き締まった、輝かしく、洗練された肌が現れます。

<機械翻訳>
93%が肌が滑らかに感じると回答
90%が肌の質が改善されたと回答
82%が肌がより輝いていると回答

<機械翻訳>

27年の修復科学の研究から⽣まれた美容液は、新しい
主要成分ベータグルカン-CMを豊富に含む⼆重の修復
作⽤を提供します︓
1. 肌のバリアを修復するのを助ける
2. ⽼化の初期兆候を修復するのを助ける

⽂学的な表現しかできていない
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海外市場での影響②

⽇本企業  フランス企業

みけんのしわを22.5%改善
⾸のしわを21.1%改善

ローション No.1 スーパーモイスチャライジングは、2秒に1個売れている⽇本の主⼒商品
です。スーパーヒアルロン酸 を配合し、肌に抜群の保湿⼒をもたらします。最も敏感
で反応しやすい肌を含むすべての肌タイプに適したこのローションは、完璧に潤った肌
のための不可⽋な味⽅です。その効果は、⽔分を保持し、肌を深く活性化させる能⼒に
あります。スーパーヒアルロン酸 を豊富に配合したローション No.1 スーパーモイス
チャライジングは、肌に瞬時に吸収され、強⼒で⻑時間続く保湿⼒をもたらします。軽
くてべたつかない処⽅なので、毎⽇の使⽤に最適です。。。
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インフルエンサーの利⽤による影響

⽇本企業  韓国企業 中国企業

 インフルエンサーを利⽤した広告が主流になりつつある中、外国企業の広告では、効能効果をより⾼く⾒せよう
とする傾向が強まっている。この結果、⽇本企業と海外企業の間で、広告における訴求⼒の差が広がってきてい
る。

ハイフ︓超⾳波を肌の⼀点に集中的に照射する技術
であり、美容医療で利⽤されている。肌のたるみを
引き締め、ハリを改善する効果があるとされている。

※スルスルのびる︕

※


